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上肢障害 

 

＜1 級＞ 

 1 級の上肢障害者は、両上肢の機能を全廃しているか、あるいは手関節以下を失った状態にあるため、

ものを持ち上げたり、手を使う作業に著しい困難が生じる。企業が雇用に際して配慮している配慮内容

にも、自動ドアの設置やノブの改善、工具棚の改良、ペンタッチ式のワークステーションの導入といっ

た、上肢を用いた作業の困難性に関わるものがいくつかある。一方、そうした物理的な次元での配慮の

他に、作業を補助する社員を決めたり、所属上長が業務遂行上の配慮を行うといった、人を介して行わ

れる支援も行われている。 

 

＜2 級＞ 

 2 級の上肢障害者の場合は、一方の手の機能が全く使えないが、もう一方の手は使うことができるも

のと、全く使えないわけではないが左右両方の手がかなり不自由、又は両手の全指を切断しているもの

が含まれる。前者の場合、ものを持ち上げるような両手を使うことを前提とする作業ができないが、片

手でできる作業であれば可能になる。ただし、右手の機能が失われた場合には、利き手変換などの問題

が生じ、職種変更に直面する場合がある。一方、後者の方は、ごく軽いもの（5kg 以内のもの）であれ

ば持ち上げることも可能であるが、片手でできる作業でも、字を書いたり箸を持つといったことが困難

になる。 

 企業が行っている具体的な配慮としては、事務職、技能工・生産工ともにレクリエーションやミーテ

ィング等への参加や労働時間の短縮といった障害特有ではないものも多かったが、両手を使わなくても

可能な作業等、障害が直接影響しない業務への配転、重量物の搬出の規制、就労機器や作業行程の改善

（片手で操作できるように改善したり、フットスイッチやペンタッチ式文字盤を導入するなど）、自動

ドアや引き戸の設置、水道の蛇口の改良といった障害を補填するための配慮も比較的多く行われている。 

 

＜3 級～6級＞ 

 3 級から 6 級の上肢障害者は指の障害や片手の機能の障害であり、2 級の場合と比べると何れも作業

能力上の障害が軽度である。配慮内容としては、技能工の場合は、3 級、4 級とも機器を片手で操作で

きるように変えたり、スイッチ、治具の工夫、フットペダル、左利き用機器の作成、自動ドアの設置な

ど、障害を補填するための配慮が行われているが、事務職や 5～6 級の技能工では、障害特有の配慮は

少なく、コミュニケーション、教育・訓練、相談員の配置といった一般的な配慮が多くなっている。 
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